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　��農業教育の変遷
　��学習指導要領の改訂と教育課程
　��農業高等学校等の学科改編
　��学校農業クラブの活動
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　��生徒募集人員の推移
　��進路状況の推移

�������	
��

�����

�������	

����



��

　　　
�������

　我が国では、昭和���（����）�年のオイルショックを境
として経済の低迷が続いてきたが、昭和���（����）�年頃
から始まったバブル経済により一挙に好転した。株価
の上昇が続き、地価も異常なまでに高騰した。しかし、
このバブル経済は長続きせず、平成��（����）�年を境に
崩壊の道をたどった。このような経済状況の中、産業
構造はますます複雑化し、第�次産業の就労者人口は
減少の一途をたどり、農業は大きな課題を抱えた苦難
の時代が続いた。この間、大都市圏の農地の宅地化が
一段と進み、減反政策と相まって農地面積も減少し、
さらに、諸外国からの貿易の自由化・国内市場の開放
の強い要請を受け、日本の農業は大きな課題を抱えた。
　一方、本府においては、都市の膨張・過密化・人口
集中に伴い、生鮮農産物の安定供給、農地・緑地の保
全、人工緑地の造成、都市における構築物への園芸装
飾、交流型農業等は年々増加し、他府県の生産農業と
は異なった都市型農業へのニーズが高まった。近年、
本府の農業も資本装備の充実、設備化、装置化が進み、
ハイテク農業へ急速に移行するとともに、花や緑によ
る装飾や緑化及び趣味の園芸等が活況を呈し、関連す
る産業が拡大している。
　また、平成���（����）�年のいわゆる「新農業基本法」
により、本府においても農業の再構築を図ることと
なった。このような農業を振興させるためにも、さら
には、関連産業技術者の育成という点においても、農
業教育は大きな役割を担っているものといえる。
　しかし、このような社会情勢や農業事情は農業高校
を直撃し、卒業者の就農率の低下は避けられない事態
となったが、本府においては、農業高校の特色づくり
の推進により、農業科の志願者数は毎年募集人員を上
回り、昭和���（����）�年から昭和���（����）�年の�か年の
減少期を繰り返すことはなかった。一方、農業後継者
や農業関連産業従事者の養成を目標としている農業高
校へ入学してくる生徒の実態は、ますます非農家の子

供が増加し、農家の子供が減少してきているため、そ
の方向性を一部修正しなければならない状況となった。
　昭和���（����）�年�月に理産審から出された「高等学
校における今後の職業教育の在り方について」の答申、
及び昭和���（����）�年�月に府学教審から出された「本
府高等学校における今後の職業教育の在り方につい
て」の答申をはじめ、府教育委員会に設置されていた
「農業教育近代化検討委員会」の検討の結果を踏まえ
た時代のニーズに応える技術革新に対応した教育を推
進するため、昭和���（����）�年度と平成元�（����）�年度に
府立園芸高校と府立農芸高校の農業単独校�校の学科
改編が行われ、施設・設備の整備が図られた。
　また、入学者選抜の改革が行われ、平成��（����）�年
度の入学生から専門学科第一次入学者選抜が実施され、
受験機会の複数化が始まったことにより、目的意識が
明確で、しかも意欲のある生徒の確保が可能となり、
その結果、学業成績が向上するとともに、学校生活が
充実化し、就職をはじめ進学においても著しい進歩が
見られるようになった。さらに、大学農学部への推薦
入学、職業教育担当教員の企業派遣研修、産業界で活
躍する外部講師招聘、大阪府産業教育フェア等の積極
的な取り組みにより、農業科への志願者数は増加し、
入学定員に対して常に高倍率が維持されてきている。
　文部省は平成��（����）�年度から平成��（����）�年度に
かけ、近年の教育環境や教育に対する考え方の変化に
伴い、現状を改め、学校、家庭及び地域社会の教育機
能が十分に発揮され、子供の望ましい人間形成を図る
目的で学校週五日制試行の研究を進め、平成���（����）
�年度からの完全実施につないだ。これに伴い、平成��
�（����）�年�月に学習指導要領が改訂され、我が国の��
世紀の社会の形成者を育成するため、各学校が「ゆと
り」の中で特色ある教育を展開し、「生きる力」を育
むことを基本的なねらいとして、完全学校週五日制と
同時に、平成���（����）�年度から学年進行により実施さ
れることとなった。�
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　文部省から平成元�（����）年�月に学習指導要領の改
訂が告示され、平成��（����）�年度から学年進行により実
施されることとなったが、主な内容は次のとおりである。
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　従前の目標は、農業における「生産と経営」に重
点が置かれていたが、農業における流通経済の発展
と農村社会の変化を踏まえ、「農業教育を見直し、農
業教育の目標を広くとらえること」となった。また、
社会の変化や科学技術の進歩に主体的に対応できる
能力と態度の育成を重視して、「主体的に農業の発
展を図る能力と態度を育てること」となった。
�������

　農業教育は�分野、�学科が標準的学科として示
され、�新設科目が�科目、�廃止された科目が�科目で、
従前の��科目に比べ�科目の増加で��科目となった。
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　学習指導要領の告示を受け、平成��（����）年度か
らの実施に向けた教育課程の編成作業が始められた。
本府においては、これに先立って、平成��（����）�年
�月の中教審答申を受けて、平成��（����）�年�月府
学教審から「府立高等学校の教育課程の在り方」に
ついての答申が出された。そこには、生徒一人一人
が持つ多様な能力や個性を生かすために基礎的・基

本的な内容の指導を徹底し、個性を伸長させるにふ
さわしい教育課程を基本として構想することが示さ
れた。各高校においては、これらの趣旨を踏まえて、
それぞれの実態に応じた専門学科におけるコース制
の導入や多科目選択、農業科目と普通教科・科目と
の間の教科間選択制の導入などが図られ、特色ある
教育課程の編成が行われた。
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　文部省から平成���（����）年�月に学習指導要領の改
訂が告示され、平成���（����）�年度から学年進行により
実施されることとなったが、主な内容は次のとおりである。
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　教科「農業」の目標は、農業各分野の基礎・基本
の確実な習得と自ら学び自ら考える力を育成する観
点から、①農業各分野の知識・技術の習得�②農業の
意義や役割の理解�③農業の充実を図る能力・態度の
育成の三つで構成された。基本的には、旧学習指導
要領の目標と同様であるが、「能力と態度」の内容を
具体化し、「主体的、合理的に思考を深め、創意工夫
し、実践する力を育成する」という趣旨がより明確
化された。
�������

　ゆとりある教育活動を展開する中で、基礎・基本
の確実な定着を図るため、�教育内容を厳選し、�同時に
産業の動向に適切に対応した教育内容の再編のため、
現行の��科目を整理統合し、��科目の構成となった。
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　原則としてすべての生徒に履修させる農業科目は、
「農業科学基礎」又は「環境科学基礎」のいずれか
�科目及び「課題研究」とされた。このことは、基
礎的・基本的な内容を確実に定着させるためには、
農業各分野に共通な内容を持つ科目「農業科学基礎」
又は「環境科学基礎」、自ら学び自ら考え、生きる
力の育成を図るためには「課題研究」が適切である
と判断されたためである。また、本府における標準
単位数は、次のような経緯により決定された。
○　特色ある普通高校や総合学科で、農業の科目が履
修しやすいように、また、農業専門学科においても
当該学科に対応する科目以外の科目も履修しやすい
ように下限を�単位とした。（例えば、園芸科で「食
品製造」を履修させる等）
○　上限は、文部省の標準単位数に合わせた。
○　「総合実習」については、農業科特有の科目であり、
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���　◎印は新設科目、△印は名称変更科目、●印は今回の廃止科目を示す。
������　各科目の配列は、学習指導要領の科目の配列と同一ではない。
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ある程度の単位数を履修してこそ、その効果を発揮
するものである。また、府内の農業高校においては、
現在多くの総合実習の単位履修をしている実態があ
るため、下限を文部省の�単位に合わせ、上限は現
在履修されている最高の��単位とした。

○　課題研究については、「総合的な学習の時間」との

併用をも考え、下限を�単位から�単位とした。
○　履修上の留意点としては、農業科の当該学科にお
いては、下限を文部省の示した単位数とすることが
望ましいこととした。
　　なお、��������	�������	
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○　平成��（����）�年�月：文部省の職業教育の活性化
方策に関する研究調査委員会から「�スペシャリスト
への道」が公表された。
○　平成��（����）�年�月：全国農業高等学校長協会の
農業教育特別検討委員会から「��世紀を展望した農
業高校の在り方と活性化策─農業教育の意義と農業
　高校の役割─」が発表された。その後、本委員会にお
いて、次の�点を目標にして調査研究が進められた。

①　農業高校における農業教育の在り方につい　
て検討し、���世紀を踏まえた新しい理念を構築　
する。

②　農業教育のさまざまな課題について検討を行
い、具体的な活性化策を提言する。
　　なお、提言項目は、次のとおりである。
◇　命の大切さと農業教育
◇　農業の新しい方向
・世界の人口増加と食料需要
・環境保全型農業の推進
・農業分野の拡大と経営の多様化
・都市と農村の連携
◇　農業教育の意義と目標

◇　農業高校の役割
・人材育成
・地域に開かれた教育活動
◇　農業教育の現状と課題及び活性化策

○　平成��（����）�年�月：文部省の「農業教育の在り
方に関する調査研究会議」から「農業教育新時代─
未来の種を播く若者の為に─」が公表された。
　なお、本公表の概要は、次のとおりである。
①　これからの農業教育の在り方
◇　農業及び農業関連産業を取り巻く状況を踏
　まえ農業教育の分野を見直す
◇　農業各分野のスペシャリストに求められるもの
②　これからの農業高校の在り方
◇　農業高校の課題と充実方策
◇　今後の自営者養成農業高等学校の在り方
③　農業教育の裾野を広げるために
◇　普通科及び総合学科における農業教育等について
◇　農業関係機関との連携

○　平成��（����）�年��月：理産審から「今後の専門高
校における教育の在り方等について」の中間まとめ
が公表された。

○　平成���（����）�年�月：理産審から「今後の専門高校
　における教育のあり方等について」の答申が出された。
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　本府における過去��年間の学科改編等にかかわって
は、二つの大きな流れが存在した。一つは、急速な科
学技術の進展に伴い、農業分野においてもバイオテク
ノロジーやエレクトロニクスといった新しい技術が取
り入れられ、その技術革新に対応できる農業教育が求
められたことである。本府においては、このため、昭
和���（����）�年に府教育委員会関係職員、府立農業高等
学校長、府農林部関係職員等��名からなる委員に加え、
学識経験者�名を顧問とした「農業教育近代化検討委
員会」が設置された。本検討委員会においては、府学
教審産業教育分科会の提言も踏まえながら、時代の変
化に対応した農業教育の在り方に関し、学科の構成、
教育内容・方法、施設・設備等が検討され、その後、
この検討結果等に基づいて学科改編が行われた。　も
う一つの流れは、平成���（����）�年の府教育委員会の
「大阪府教育改革プログラム」の策定である。本プロ
グラムは、大きな曲がり角にある本府の教育全般にお

ける諸課題に対応するため、教育システムそのものを
大きく変革する柱として、平成���（����）�年度までを目
途に、今後��年間の計画として提示された。
　また、本プログラムに基づいて改定された、「全日制
府立高等学校特色づくり・再編整備計画」の推進によ
り、新たに総合学科が設置されるともに、国の教育改
革の流れを受けて本府に初の公立中高一貫教育が導入
された。
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　府立農芸高校は、全日制の課程は農芸科、食品加工
科、畜産科、定時制の課程は園芸科の計�学科で構成
され、農業教育の単独校として長年にわたり数々の教
育実践が積み上げられてきた。しかし、時代の変化に
対応した教育内容の改善・充実を図るため、前述のよ
うに昭和���（����）�年�月に「畜産科」が「資源動物科」
に学科改編された。そのねらいは、家畜の飼育などに
関する分野を学習する学科から、家畜を人間に有用な
資源とするため、バイオテクノロジーの手法など、近
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代的な技術を取り入れた学科に転換し、時代の変化に
対応した職業人の育成を図ることとなった。施設面で
は、受精卵移植など優秀な形質を持つ牛の繁殖・飼育
を行う実習施設として、畜産生物工学実習室、分娩房、
子牛育成室、乳牛飼育室、牛乳処理室などを備えた牛
舎（���㎡）をはじめ、青刈り飼料を発酵させ、優良な
飼料として牛に給餌できるようにするためのサイロ
（高さ��ｍ）が新築された。
　また、付加価値の高い農業生産の技術を身に付け、
時代の変化に対応できる職業人を育成するため、野菜
園芸作物のハイテクによる育成・栽培及び経営に関す
る知識と技術を習得した農業経営者、並びにこれに関
連する諸分野の業務に従事する技術者を育成するため、
平成元�（����）�年�月に「農芸科」が「ハイテク農芸科」
に学科改編された。�

　これに伴い、バイオテクノロジーにより野菜の健全
育苗・栽培のほか、生育環境の制御により効果的で品
質の高い野菜栽培技術などを習得できるようにするた
めの植物生産工場（���㎡）が新築された。工場内には、
生物工学の実験・実習機器を完備した培養苗生産室、
ハイテク温室の温度・湿度・肥料濃度・炭酸ガス濃度
などをコンピュータ制御できる環境制御集中管理室等
が設けられた。
　食品加工科においては、学科改編が行われなかった
が、最先端のＧＣ－ＭＳ（ガスクロマトグラフ質量分
析計）等のハイテク分析機器等の導入が図られた。
　学科改編後は、志願者数が増加するとともに、目的
意識の高い意欲的な生徒が入学するようになった。
　なお、府立農芸高校の学科改編に伴う施設・設備の
整備状況等は、表���～���のとおりである。
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　府立園芸高校は、戦後、新制高校として園芸科�学
科で発足し、昭和���（����）�年に農芸化学科、昭和��
�（����）�年に造園科が新たに設置された。その後、これ
らの学科構成で農業教育の単独校として、��余年間わ
たりさまざまな教育実践が積み上げられてきた。
　しかし、昭和���（����）�年代に入るとバイオテクノロ
ジーやコンピュータなど先端技術の革新がめざましく、
農業高校においても時代に対応した教育内容の導入が
求められ、前述のように昭和���（����）�年に「造園科」
が「環境緑化科」、「農芸化学科」が「微生物技術科」
に学科改編された。
　「環境緑化科」は、日本庭園や都市公園の設計から施
工までを学習する学科から環境を重視するとともに、
コンピュータを積極的に活用し、設計等を学習する学
科へ変化した。
　また、「微生物技術科」は、食品等の分析や加工を
学習する学科からバイオテクノロジーを駆使し、醗酵
など微生物を活用した食品づくりなどを学習する学科
へ転換が図られた。
　設備面では、「環境緑化科」にコンピュータ及びＣＡ
Ｄシステムなどの先端設備、「微生物技術科」に走査電

子顕微鏡やクリーンベンチ、ジャーファメンター、人
工気象器、高速液体クロマトグラフ等が整備された。
　平成元�（����）�年�月には、栽培系学科である「園芸
科」が「フラワーファクトリ科」に学科改編された。
野菜、果樹、草花、作物などの栽培を中心に学習する
学科から草花の栽培及びその装飾を中心にした学科に
転換させ、バイオテクノロジーを積極的に学習させる
ようにするとともに、昭和���（����）�年に設置され、長
年培かわれてきた特色ある園芸デザインコースのさら
なる充実化が図られた。特に、野菜、果樹、作物から、
草花を中心とした内容に学科改編するに当たって、農
場の再編成と教職員の各部門への配置転換が不可欠と
なり、大幅な改革となった。施設面では、コンピュー
タ制御のラン専用温室と全国で初めての展示構成を行
う温室を組み合わせたフラワースタディーハウス（���
㎡）、設備面では環境制御装置、クリーンベンチ等のバ
イオ関連機器などの充実化が図られた。いずれの学科
も改編前に比べ、入学志願者数が増加し、目的意識の
高い生徒が入学するようになった。
　なお、府立園芸高校の学科改編に伴う施設・設備の
整備状況等は、表���～���のとおりである。
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　府立貝塚高校は、昭和���（����）�年大阪府泉南郡貝塚
実業学校として創設されて以来、��余年の間に農業科
から園芸科へ学科改編を行いながら今日に至っている。
その間、地元葛城山の希少植物ヒメユリをバイオテク
ノロジーを利用して増殖させ山に返す運動、商店街な
ど地元各所に花壇を設置する「貝塚花いっぱい運動」
への参加、「貝塚市緑化フェア」への参加をはじめ、
地元小学校や少年団への技術指導や講習、その他各種
イベントへの花の寄贈など、常に地域と密着した継続
的、積極的な活動が進められてきた。
　さらに、地元を流れる近木川の水質検査を継続的に
行うなど、環境教育にも力が注がれてきた。このよう
な教育実践をとおして多くの生徒が、日頃の学習・実
習の成果を地域や社会の中で生かしながら社会性を身
に付け、「生きる力」が培かわれてきた。
　平成���（����）�年�月からは、普通科と園芸科がとも
に総合学科へ改編されるのに伴い、「人」、「自然」、「文
化」、「自己の表現」、「情報」の各系列を柱とした「生
きる力」と「豊かな心」の育成をめざすこととなった。
特に、「自然とともに生きる系列」の中では、園芸科
の各施設・設備を活用しながら農業専門科目��数科目
を提供し、園芸科で積み上げられてきた農業教育の一
端が継続されて行くこととなった。
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　府立能勢高校においては、平成���（����）�年度から文
部科学省の研究指定を受け、本府初の連携型中高一貫
教育についての研究が地元�中学校とともに開始され
た。この研究のねらいは、中高一貫教育でゆとりある
�年間の学校生活の中で計画的・継続的な教育を展開
し、生徒の個性や才能を伸長させ、異年齢の生徒が共
通の活動を通じて豊かな人間性を育むという理念に基
づいている。研究は、既存の府立能勢高校の普通科、
園芸科の枠にとらわれることなく、広く保護者、児童・
生徒のニーズ、教職員のニーズ、さらには、平成��
�（����）年から始まった第四次能勢町総合計画も視野に
入れ、地元のニーズに応える内容で進展させ、最終的
には総合学科の道を選ぶこととなった。総合学科の系
列は四つとし、国際化、情報化に対応するために「国
際・情報」（グローバルコミュニケーション）系列、
地域性や近隣の福祉施設との連携を考慮した「人間・

福祉」（ヒューマンウエルフェア）系列、能勢の自然
を十分に活用し保全するための「環境科学」（エコサ
イエンス）系列、そして、能勢地域の活性化をめざす
目的で、都市住民と里山住民の交流を企画運営できる
人材育成のための「食・花・交流」（グリーンツーリ
ズム）系列が設置された。園芸科の教育内容について
は、「環境科学」、「食・花・交流」の�系列で受け継
がれて行くこととなった。
　文部科学省の研究指定の�年間は、中高一貫教育の
理念を中・高だけでなく、小学校や保育所、幼稚園も
視野に入れた小中高一貫教育をとおして人間性を育む
という考え方が、地元に定着しつつある。このことは、
能勢地域の子供たちを��年間の長いスパンの中で育て、
学校関係者だけではなく、家庭、地域がともに教育と
いう分野において連携しようというものである。この
試みとして、義務教育と高校教育を合わせた��年間の
ゆとりの中で基礎・基本の定着を図り、教育課程を接
続するため、国語、数学、英語については“ＮＳ”（能
勢特別）授業と位置付け、中学�年と高校�年で実施
し、中学校教員が高校生、高校教員が中学生を指導す
るという形で始まっている。
　このほか、小中高校の教員からなる合同教科会が定
着し、現在、��年間のシラバスづくりが進められてお
り、連携は授業だけにとどまらず、基本的な生活習慣
の確立から家庭学習に至るまで広範囲にわたっている。
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　平成���（����）�年�月に府教育委員会から「全日制府
立高等学校特色づくり・再編整備計画」に基づき、平
成��年度入学者募集時から小規模校の募集を停止し、
関連学科を設置する府立高校に機能統合させることが
公表された。これにより、府立城山高校の園芸科が府
立園芸高校、府立横山高校の園芸科が府立農芸高校、
さらに、府立横山高校の家政科が府立成美高校にそれ
ぞれ機能統合されることとなった。
　また、両校の普通科は、当該通学区域内で普通科を
設置する府立高校で継承されることとなった。特に府
立城山高校においては、府立園芸高校東能勢分校（昼
間定時制）から昭和���（����）�年�月に独立し、園芸科
と普通科が設置されていたが、今後、園芸科について
は、元の府立園芸高校とともに歩むこととなった。
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　学校農業クラブは、昭和���（����）�年にアメリカから
紹介され、全国各地の農業高校に設置された。昭和��
�（����）�年��月の「日本学校農業クラブ連盟」の発足を
はじめ、その後、その傘下の「近畿学校農業クラブ連
盟」などのブロック連盟や「大阪府学校農業クラブ連
盟」に準ずる都道府県連盟が次々と発足した。
　学校農業クラブの活動は、農業高校の生徒が自主的
に農業の学習を進めるものであり、その成果を評価す
るための級位検定が行われている。各学校ごとの単位
学校農業クラブでは初級位と中級位、大阪府学校農業
クラブ連盟では上級位、日本学校農業クラブ連盟では
特級位をそれぞれ授与することとなっている。
　また、各大会において、プロジェクト・意見・課題
研究の発表をはじめ、農業情報処理、測量、農業鑑定
等の競技など、多岐にわたる内容で日頃の学習成果が
競われるとともに、互いが学び合う場となっている。
各学校の単位クラブの優秀な成績は、府大会・近畿大
会・全国大会へとつながり、それぞれの大会では発表
や競技のほかにクラブ員の集いも行われ、他校のクラ
ブ員との交流により、互いの連帯感が培われるなど大
きな成果があげられている。本府においても、クラブ
員は日々の学校農業クラブ活動をとおして、その目標
である科学性・社会性・指導性を身に付けるとともに、
プロジェクト学習をとおして、自らの課題を見つけ、
自らそれを解決して行く能力を養っている。その結果、
「大阪府学校農業クラブ連盟」のレベルは向上の一途

をたどり、近年は近畿大会でプロジェクトＡ（農業の
経営や流通に関すること）・Ｂ（技術の改善や普及に
関すること）・Ｃ（地域の文化や生活に関すること）
や意見発表で上位の成績を収め、全国大会でも最優秀
賞や優秀賞を受賞するなど、目ざましい活躍をしてい
る。農業情報処理や平板測量、農業鑑定の競技などに
おいても日頃の成果を十分発揮し、優秀賞などの受賞
に結び付けている。
　平成���（����）�年度には第��回日本学校農業クラブ全
国大会が京都府で開催されたが、その際、本府をはじ
め近畿各府県の学校農業クラブ連盟が全面的に協力し、
大会を成功に導いた。
　また、平成���（����）�年�月には、本府の担当により
箕面市で近畿�府�県の代表を迎え、近畿学校農業ク
ラブ連盟大会が開催された。
　なお、平成���（����）�年度からプロジェクト発表・意
見発表の発表区分が従来のＡ（農業の経営や流通に関
すること）、Ｂ（産業人としての生き方に関すること）、
Ｃ（地域の文化や生活に関すること）から、Ａ（食糧
区分）、Ｂ（環境区分）、Ｃ（文化・生活区分）へと変
わり、発表方法も視聴覚機器、標本、模型に音声、動
画を入れるなど大幅に変更された。
　このように、「なすことによって学ぶ」という理念を
持つ学校農業クラブ活動は、本府においても農業高校
における教育活動の基盤となるものであり、積極的に
取り組むことにより、農業高校において充実した学校
生活の実現はもとより、「生きる力」を育む上で重要な
教育実践であるといえる。
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　全日制の課程の農業に関する学科の生徒募集人員と
志願者数の過去��年間の推移は、表���のとおりである。
　この間、昭和���（����）�年�月に府立園芸高校におい
て「造園科」が「環境緑化科」（�学級）、「農芸化学
科」が「微生物技術科」（�学級）、農芸高校において
は「畜産科」が「資源動物科」（�学級）へと学科改
編が行われた。
　また、平成元（����）年�月には、府立園芸高校にお
いて「園芸科」が「フラワーファクトリ科」（�学級）、
農芸高校において「農芸科」が「ハイテク農芸科」（�
学級）に学科改編が行われ、これらの教育実践を実効
あるものとするため、必要とする施設・設備の整備が
図られ、技術革新の進展に対応する新しい農業教育が
取り組まれてきた。
　このほか、平成��（����）�年度の入学者から、受験機

会の複数化を図り、目的意識の高い、意欲のある生徒
を確保するため、職業学科においては、生徒募集人員
の�～�割の範囲で〔平成��（����）�年度からは�割・
平成���（����）�年度からは全員〕、�月に専門一次選抜
が実施された。このような入学者選抜の改善の成果と
して、生徒の学業成績が一層向上するとともに、学校
生活が充実化し、進学・就職等の進路面において、著
しい成果が見られるようになった。
　生徒募集人員に対する競争率は、表���のように昭
和���（����）�年度の����倍をピークに平成��（����）�年度
の����倍へと徐々に低下したが、専門一次選抜の導入
により、そのものの競争率は����～����倍の高倍率を
示し、一般選抜においても����～����倍と安定した志
願状況が維持された。しかし、平成���（����）�年度から
入学者選抜が専門学科は前期、普通科は後期のみと
なったため、今後、志願者数の変化が著しく生ずるの
ではないかと思われる。�
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���　「農業に関する学科」を設置する府立高校には、能勢、城山、園芸、農芸、横山、貝塚の�校がある。
　��　募集人員及び志願者数は、全日制の課程のみを示す。
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　昭和���（����）年度以降の府立高校の農業に関する学
科における卒業者数は、概ね���～���人で推移してき
たが、生徒の進路先については、産業構造や就業構造
の変化、高学歴化、価値観の多様化、経済不況等の影
響を受け、大きく変化してきた。府立高校の農業に関

する学科における卒業者の進路状況の推移は、表����
のとおりであるが、特徴として、①大学をはじめ短期
大学、専修学校への進学希望者が著しく増加した。②
経済不況の影響を受け、求人数が減少した。③価値観
の多様化により、フリーターをはじめとする不定期の
就労を希望する生徒が増えたことなどがあげられる。�
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（出典：大阪の学校統計）
���　表中の人数は、全日制の課程のみを示す。
　��　専修学校には、専修学校（一般課程・専門課程）、各種学校、公共職業訓練施設等を含む。
　��　表中の％の合計値のうち、四捨五入の関係で���％にならないものがある。
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　昭和���（����）�年以降の��年間は、社会における高度
情報化やハイテク化が進み、コンピュータやバイオテ
クロノジーなど新しい教育内容を取り入れた農業教育
が推進された時期である。
　一方、産業構造の変化、農業を取り巻く諸事情の変
化、入学してくる生徒の質的な変化や多様化など、農
業教育を取り巻く環境も大きく変化してきた。高校に
おいては、平成元�（����）�年及び平成���（����）�年に学習
指導要領が改訂され、平成��（����）�年度及び平成��
�（����）年度から新教育課程が施行された。農業高校に
おいても農業経営者・技術者の育成、体験的な学習を
通じた人間教育、農業理解者の拡大など、多面的な教
育の取り組みが行われてきた。昨今、少子化時代を迎
えているが、農業教育は普遍的な教育力を持ち、時代
は変わっても生き物を育てるという教材を中心とした
生命の不思議さを学ぶことにより、子供たちの心に多
くの感動を与え、生きる力を培うという大きな役割を
果たし続けてきた。
　本府においても、高校の特色化が進み、農業関連の
学科が、総合学科等に再編整備される中、農業教育を
今後どのように展開するのかが重要な課題となってい

る。その知恵袋のような存在として、農業教育研究会
が果たす役割は、ますます大きなものとなっている。
�������	
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　昭和���（����）�年に高校の農業教育に関する研究団体
として発足した府農業教育研究会は、歴代の会長を中
心とし、会員の資質の向上と農業教育の振興に寄与す
ることを目的として、��年間の長きにわたり多くの業
績を残してきた。本会は、府内の高校の農業教育を担
当する教員が、毎年、中心となる研究課題を設定し、
その解決のための研究活動として、各種の調査・研究、
講演会、討論会や会員研究発表会、学習指導研究会（研
究授業）などを実施するとともに、園芸・食品製造・
造園・畜産の各分科会の研究や見学活動等に意欲的に
取り組んでいる。また、機関誌「農研」を毎年発行し、
活動状況等を詳細に記録し、保存を図っている。これ
らの活動をとおして、生徒の学習意欲高め、農業教育
をより効果的に進めることや、山積みする諸問題の解
決を図ることはもちろんのこと、本府の農業教育の改
善・充実を推進していく上で大きな貢献をしている。　
　なお、本研究会の活動状況の推移は、表����のとお
りである。
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